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ADPISAとは



ISアーキテクトとは

 「言われたものをIT技術を使って構築す
る」というITアーキテクトではなく、「ビジ
ネスの現場を知り、何を作ればよいか
を一緒に考える」という姿勢を重視し、
それを推し進める専門人材

 DX推進スキル標準(DSS-P)の
ビジネスアーキテクトとほぼ同じ考え方
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ITアーキテクト:
狭義の情報シス
テムを対象

広義の情報システム

ビジネス組織、
社会

人間
（利害関係者）

情報技術(IT)を
使ったシステム
(狭義の

情報システム)

ISアーキテクト:
組織、人の活動も
含めた広義の情報
システムを対象



ADPISAの特長(1)
大学ならではの教育

 IT教育とビジネス教育を別々に
せず 「ITとビジネスを繋ぐ」教育

 履修証明プログラムとして
「体系的な教育」メニュー
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フロー型の知識・スキル
（現在必要な知識、スキルをピンポイントに）

蓄積型の知識・スキル
(応用の利く基礎知識、スキルを包括的に)

広義の
情報システム
（ITとビジネスを
つなぐ教育）

狭義の
情報システム
（ITのみの教育）

ADPISA

従来の
DX教育



参考：デジタルスキル標準とのマッピング

 経産省、IPAからDX対応のスキル標準(DSS)が発表
 ADPISAが目指すISアーキテクトに最も近いのは、ビジネスアーキテ

クトの人材類型で、ADPISAはDSSのスキル項目を全てカバー
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ン
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選択科

目群

ビジネスアーキ

テクト

（新規事業

開発）

ビジネスアーキ

テクト

（既存事業

の高度化）

ビジネスアーキ

テクト

（社内業務

の高度化・効

率化）

ビジネス戦略策定・実行 〇 〇 〇 〇 a a d

プロダクトマネジメント △ 〇 〇 〇 a a d

変革マネジメント 〇 〇 〇 a a a

システムズエンジニアリング 〇 〇 〇 〇 a a c

エンタープライズアーキクチャ 〇 〇 〇 〇 a a c

プロジェクトマネジメント 〇 〇 〇 〇 b b b

ビジネス調査 〇 〇 〇 〇 〇 〇 a a c

ビジネスモデル設計 〇 〇 〇 〇 〇 a a d

ビジネスアナリシス 〇 〇 〇 〇 a a c

検証（ビジネス視点） 〇 〇 〇 a a c

マーケティング 〇 b b d

ブランディング b b d

顧客・ユーザー理解 〇 〇 〇 b b c

価値発見・定義 〇 〇 〇 b b c

設計 〇 〇 d d d

検証（顧客・ユーザー視点） 〇 〇 〇 〇 c c c

その他デザイン技術 〇 d d d

データ理解・活用 〇 b b b

データ・AI活用戦略 △(AIが×) b b c

データ・AI活用業務の設計・事業実装・ 評価 〇 c c c

数理統計・多変量解析・データ可視化 〇 d d d

機械学習・深層学習 d d d

データ活用基盤設計 〇 d d d

データ活用基盤実装・運用 d d d

データ活

用

データ・AIの

戦略的活用
AI・データサ

イエンス
データエンジ

ニアリング

ビジネスアーキテクト

人材類型
ADPISA-H履修モデル ADPISA-M履修モデル

　　　　　　　　　　　　　　ADPISAの科目
　

DSSの項目
カテゴリー　　サブカテゴリー　　　　スキル項目

ビジネス

変革

戦略・マネジ

メント・システ

ム

ビジネス

モデル・

プロセス

デザイン

ADPISAの履修モデル



講師/コーチの伴走

ADPISAの特長(2)
キャリアの現在地から
未来を設計

 社会人は多様なキャリア、経験、
知識をもつ

 DX人材になるという共通目標でも
学ぶことは一人一人異なる

 自分に最適なラーニングパス
 講師/コーチのコーチングで決定

 プロの伴走で最短で未来の自分に
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履修モデルの選択

ADPISA-E ADPISA-M ADPISA-H

履修科目の選択
ADPISA-M/ADPISA-Hは相互に科目選択可能

ADPISA-Eは職種ごとに科目選択

Udemy科目の選択

2,000科目以上のUdemy科目から選択



ADPISAの特長(3)
履修証明プログラム

 青山学院大学の履修証明プログラム
 学校教育法に基づく履修を交付。2024
年度は81名が取得。

 公的な履歴書に履歴欄に書くことがで
きます。

 文部科学省の「職業実践力育成プロ
グラム」に認定

 厚生労働省の「教育訓練給付金対象
の教育プログラム」に認定

 修了者には最大80%の給付金8



ADPISAの特長(4)
外部から高い評価

 2022年度東京都女性活躍
推進大賞優秀賞
 ADPISA実施により青山学院大学
が受賞

 2023年度 BAアワード団体賞
 ADPISAが受賞

 2024年度浦昭二記念賞
実践賞
 ADPISA実施により社会情報学部
が受賞
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ADPISAの
プログラム構成



ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を目標に、三つの教育プログラム設置
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新人・若手
（ADPISA対象外）

実務
ISアーキテクト

非IT業務
熟練者

IT技術
熟練者

高度ISアーキテクト

→ ビ ジ ネ ス の レ ベ ル →
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ル
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ADPISA-M

A
D

P
IS

A
-E

デジタル化が
できる人材

IT活用で価値あるビジネス
を生み出せる人材



ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を目標に、三つの教育プログラム設置
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新人・若手
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ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を目標に、三つの教育プログラム設置
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ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を目標に、三つの教育プログラム設置
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ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を目標に、三つの教育プログラム設置
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ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を目標に、三つの教育プログラム設置
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ADPISAの
科目紹介



令和２年度「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職支援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」事業計画書（a：求職支援）(P21)

ID 種別 科 目 名（仮称） 時間数 授業 実務家 双方向
実務家

講師
担当教員

201 必修 情報システム（中級編） 15.0H 対面 〇 〇 宮川

251 選択 情報×経営による価値創造デザイン 22.5H 対面 〇 宮川・皆木

252 選択
ビジネスプロセス・データのモデリ

ング
15.0H 対面 〇 〇 〇 三輪(PJ教員）

202 必修
価値を実現するプロジェクトマネジ
メント

22.5H 対面 〇 〇 〇
初田（PJ教員）

LTRE社（加藤）、
日立ドキュメント

253 選択 アジャイル開発入門 15.0H 遠隔 〇 〇 〇 LTRE社（藤井）

254 選択 デザインシンキング入門 15.0H 遠隔 〇 〇 LTRE社（鈴木）

255 選択 セキュリティ技術 7.5H 遠隔 〇 〇 (2025年度休講)

256 選択
DX時代の情報技術者のライフデザ
イン

15.0H 対面 〇 〇 〇
山口（PJ教員）

居駒

257 選択 生成AIで変わる情報システム 7.5H 対面 〇 〇
宮川、寺尾、村田、

居駒、弥生

298 選択 情報処理関連選択科目群 30.0H 遠隔 〇 Udemy

ADPISA-Mの科目構成（定員30名、全157.5時間）



ADPISA-Hの科目構成 （定員20名、全165時間) 

ID 種別 科目名 講師 時間 備考

101 必修 情報システム入門 宮川 15.0

103 必修 チェンジを推進するビジネスアナリシス 庄司 15.0 オンデマンド学習、
実地演習あり

151 選択 セキュアな企業と情報システム 平川 15.0

152 選択 データサイエンスを活用した情報システム構築 寺尾
居駒

22.5 オンデマンド学習あり

104 必修 情報システムのプログラムマネジメント 初田 7.5

153 選択 プロジェクトを成功させるための見積もり技術 初田 7.5

154 選択 DXを加速し、チェンジを生み出すリーダーシップ 広石 15.0

155 選択 企業のアジリティを生むIS投資計画 三輪 7.5

156 選択 アジャイル開発を成功させる組織マネジメント 居駒 7.5

157 選択 ユーザー主導の情報システム要求定義 鎌田 7.5 2025年度から正式科目

198 選択 選択科目群（Udemy） 居駒 30.0

102 必修 情報システムアーキテクト実践研究 宮川他 15.0 実地演習あり



情報システム

情報システム学の基礎を学ぶ科目で、ADPISA-E, 
ADPISA-M, ADPISA-H共通の科目

概要
⚫ 情報システムと人間活動を⼀体としてとらえることで、価

値の創造につながる広義の情報システムが可能

科目の内容
⚫ 情報技術の進歩と情報システムの目的の変遷

⚫ それぞれの時代で求められた人材について理解

⚫ これからの情報システム専⾨家が有すべき専⾨性
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プロジェクトマネジメント系科目

 ADPISA-E, ADPISA-M, ADPISA-Hのそれぞれでプロジェクト
マネジメントの基礎からプログラムマネジメントによる
価値マネジメントまでを学ぶ

 プロマネ系の科目
⚫ プロジェクトマネジメントの基礎
⚫ 価値を実現するためのプロジェクト

マネジメント
⚫ 情報システムのプログラム

マネジメント
⚫ プロジェクトを成功させるための

見積もり技術

 ゲーミフィケーションによる
講義も
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データサイエンスを活用した
情報システム構築

 背景
⚫ ビッグデータや強力な AI 手法が利用可能
⚫ 企業の変革，業務の刷新の決定者にデータサイエ ンス的なスキ

ルが不可欠

 ISアーキテクトへの期待
⚫ ビジネスの当事者としての

立場でデータ解析ができる
 or （最低限）解析結果の
判断ができる

 講義概要
⚫ 統計の基礎と、ビジネスでの

適用に特化

E HM



参考：ADPISA-Hでのデータサイエンスの注力点



Udemy選択科目群

 背景
⚫ IT職種といっても多種多様。受講者それぞれの希望、能力もさまざま

 科目の内容
⚫ 指定された時間数、Udemy Businessの科目を受講
⚫ 受講者の希望を元に受講者個人個人に対応した「ラーニングパス」を

テクニカルコーチと共同で作成し、それに従って受講
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情報システムアーキテクト実践研究

座学は無く、実地演習で試行結果を最終日に発表
⚫ ビジネスアナリシス科目の発表内容を実践研究での発表の

ベースにする

⚫ 他の科目で修得したことを使って、肉付けする

⚫ この内容でADPISA-Hの修了を判定する。
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要件

ビジネス
アナリシス

肉付け、実地演習

プログラム
マネジメント

データ
サイエンス

中間成果物 要件
必修科目 選択科目

必修基本科目



2025年度の
ADPISA



2025年度ADPISA開催予定

 ADPISA-M / ADPISA-H同時スタート。現在、受講者募集中
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2025年度のADPISAの特徴（１）

受講者の個人個人に最適な人材育成
⚫ 個人個人が、ADPISA受講後も「学びを継続」できることを、

可能にする。

⚫ 特徴
Åキャリアコーチ、テクニカルコーチと１対１で面談

Å受講者⼀人⼀人の科目設定、目標設定を補助し、受講者に最適な科
目選定やUdemy科目のラーニングパスの設定を支援する。

ÅADPISA履修証明プログラム受講者は全員2025年度Udemy Businessの
全科目を無料で受講可能
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2025年度のADPISAの特徴（２）

単科目受講
⚫ 履修証明プログラム以外のADPISA受講

⚫ 6万円/1科目（時間数によらず、定額）

⚫ 特徴
Å2科目以上受講する受講生には、Udemyアカウントを発行
Å該当受講生は2025年度Udemy Businessの講座受け放題

ÅADPISA修了生は3万円/1科目で単科受講可能

⚫ 注意事項
Å定員により単科受講困難な科目あり
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ADPISA企業セミナーを4月11日実施
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ADPISA-H
ADPISA-M
受講生募集中

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-h/
https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-m/

ADPISA-Eは6月に募集開始予定

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-h/
https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-m/


受講生からの声

ˮᶘό›Ξ ḧξΨϤΥπΦϥ ˯
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2025年度ADPISA-M募集要項

37

Ԍ 30名（応募資料により選考予定）

ᴂ Ɫᶊ
大学を卒業した者、またはそれに相当する者で、情報システムに関連する実務経験
を持つもの。

ỘⱲḧ 157.5時間

ᵫ„ṍḧ
2025年6月7日(土)～2025年10月25日(土)
(その他、2025年 5月 31日(土)にキックオフ、11月15日（土）に修了式あり)

„
対面およびオンライン。対面講義は主に青山学院大学青山キャンパス。⼀部、他の
渋谷駅近辺にて実施。

„

120h履修証明(BP)対応: 400,000円 訓練給付金で最大80%還元できます

60h履修証明(SBP)対応: 240,000円 訓練給付金で最大50%還元できます

単科受講: 60,000円/1科目 ADPISA卒業生割あり(詳細募集要項参照)

︡ ᴦ σⱢᶊ 公式な履歴書に履歴として記述可能な青山学院大学が発行する履修証明

ṍḧ 2025年3月4日(火) ~ 2025年4月30日(水) 
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2025年度ADPISA-H募集要項
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Ԍ 20名（応募資料により選考予定）

ᴂ Ɫᶊ
大学を卒業した者、またはそれに相当する者で、(広義の）情報システムに関連する
実務経験を持つもの。

ỘⱲḧ 165.0時間

ᵫ„ṍḧ
2025年6月21日(土)～2025年11月1日(土)
(その他、5 月 31 日（土）にキックオフ、11月22日（土）に修了式を開催予定)

„
対面およびオンライン。対面講義は主に青山学院大学青山キャンパス。⼀部、他の
渋谷駅近辺にて実施。

„

120h履修証明(BP)対応: 400,000円 訓練給付金で最大80%還元できます

60h履修証明(SBP)対応: 240,000円 訓練給付金で最大50%還元できます

単科受講: 60,000円/1科目 ADPISA卒業生割あり(詳細募集要項参照)

︡ ᴦ σⱢᶊ 公式な履歴書に履歴として記述可能な青山学院大学が発行する履修証明

ṍḧ 2025年3月4日(火) ~ 2025年4月30日(水) 
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ADPISA-H 2025/03/14

9:20 - 10:50 11:00 - 12:30 13:20 - 14:50 15:00 - 16:30 16:40 - 18:10 18:30 - 19:40 19:50 - 21:00

1 2 3 4 5 6 7

2025/05/31 H -  / 

2025/06/21 H 1

2025/06/28 H 2

2025/07/05 M,H

2025/07/12 M,H 1

2025/07/12 H,M DX 1

2025/07/16 H Zoom

2025/07/19 M,H 2

2025/07/19 H,M DX 2

2025/07/23 H Zoom

2025/07/26 M,H AI

2025/07/26 H,M

2025/07/30 H Zoom

2025/08/02 H

2025/08/06 H Zoom

2025/08/09 M,H

2025/08/16 H,M

2025/08/23 H IS

2025/08/30 H

2025/08/30 H

2025/09/06 H,M

2025/09/13 H

2025/09/20 M,H  1 LTRE  Zoom

2025/09/27 H  

2025/10/04 M,H  2 LTRE  Zoom

2025/10/04 H,M

2025/10/11 M,H DX 1

2025/10/11 H,M 1

2025/10/18 M,H DX 2

2025/10/18 H,M 2

2025/10/25 H

2025/11/01 H  

2025/11/22 H -

 
     : DX

H M
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